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　三稜中学校は、大阪市立住吉第三中学校として昭和２２年に
開校し、今年で７6年目となります。昭和２４年に大阪市立三稜
中学校と改称し、昭和47年に現大阪市立大和川中学校、昭和
５３年に大阪市立墨江丘中学校が分離し現在に至っています。
　三稜中学校は、大阪市立南住吉小学校、大阪市立大空小学校の
２校とともに、地域に支えられながら地域に根ざした教育活動を
推進しています。これからもさらに充実した教育活動が推進でき
るよう協議会会長として、地域・保護者とともに教育力を高め、
発揮することができるように皆様とともに努力していきたいと
考えております。
　今年度も順調に教育活動が推進されるように第１回学校協議
会を実施しました。具体的な形として、協議会の折に提示されまし
た「運営に関する計画」について説明があり、昨年度の分析・検証
を十分に取り入れ今年度に生かされることを確認し、本協議会と
しても学校の教育活動を支援していきたいと考えております。

【安全・安心な教育の推進】
❶年度末の校内調査における「学校生活は楽しいですか」に対して、肯定的に回答する生徒の割合を87％以上
にする。

❷年度末の校内調査における「命や人権の大切さについて考える学習がある」に対して、肯定的に回答する生徒
の割合を96％以上にする。

❸年度末の校内調査における「将来の夢や目標を持っていますか」の項目について、肯定的に答える生徒の割合
を69％以上にする。

【未来を切り拓く学力・体力の向上】
❶全国学力・学習状況調査の各教科の標準化得点（全国平均を100とする）を、昨年度より向上させる。
❷全国体力・運動能力、運動習慣等調査の体力合計点を、大阪市平均以上にする。
❸年度末の校内調査における「朝食を毎日食べていますか」に対して、食べていないと回答をする生徒の割合を
５％以下にする。

❹年度末の校内調査における「授業はわかりやすく楽しいですか」に対して、肯定的に回答する割合を85％以
上にする。

【学びを支える教育環境の充実】
❶令和7年度末の全国学力・学習状況調査の「学習の中でコンピューターなどの ICT機器を使うのは勉強の役に
立つと思いますか」の項目について肯定的な回答を95%以上にする。

❷令和7年度には、ゆとりの日については、週1回以上設定する。
❸令和7年度の校内調査の「読書は好きですか」の項目について、肯定的に答える生徒の割合を70%以上にする。
❹令和7年度末の保護者アンケートの「学校は家庭・地域との連携を密にとっている」の項目について、肯定的に
答える保護者の割合を増加させる。

（令和６年５月１日現在）
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［国語］全体の平均正答率は全国平均を上回ったが、記述式での解答の正答率の低さが課題で
ある。
［数学］「関数」の領域において、全国や府の平均正答率と比較して、特に低く課題である。
［英語］全国と比較して、「聞くこと」の領域において、「読むこと」「書くこと」よりも平均正答
率の下回り幅が大きく課題である。

【種目別平均値】
項目 握力（kg） 上体起こし（回数）長座体前屈（cm）反復横跳び（回数） 持久走（秒） 20ｍシャトルラン（回数） 50ｍ走（秒） 立ち幅とび（㎝）ボール投げ（ｍ）体力合計点（点）
男子 28.32 26.37 45.49 50.92 79.16 8.25 191.65 19.42 40.22
女子 24.29 22.84 42.34 44.67 49.81 8.86 162.44 11.62 45.51

【平均正答率（％）】
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